
なぜなに学習相談  学研教育情報資料センター

資料番号３４５９ 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                         X1190089 

 

 
５

がつ

月５
か

日の「こどもの
ひ

日」に、なぜショウブ
ゆ

湯に
はい

入るの 

●
びょうき

病気や
わざわ

災いなどの
わる

悪い
き

気を
お

追いはらうため 

 ５
がつ

月５
か

日は、「こどもの
ひ

日」で、
こくみん

国民の
しゅくじつ

祝日ですね。
ちい

小さい
おとこ

男の
こ

子のいる
いえ

家では、
こ

子ど

もの
せいちょう

成長を
ねが

願って、
にわ

庭にこいのぼりを
た

立てたり、
いえ

家の
なか

中に
ごがつにんぎょう

五月人形をかざったりします。

 ３
がつ

月３
か

日を「
もも

桃の
せ っ く

節句」といい、５
がつ

月５
か

日を「
しょうぶ

菖蒲の
せ っ く

節句」といいます。５
がつ

月５
か

日には、
いえ

家の
のきさき

軒先にショウブをさし、ショウブのはちまきをして、ショウブ
ゆ

湯に
はい

入ります。
いえ

家の
のき

軒
さき

先

にショウブをさすのは、
か

火
じ

事をさけるまじないであり、ショウブのはちまきをするのは、
お と な

大人

になる
ぎ し き

儀式をする
まえ

前に、けがれをはらうという
い

意
み

味がありました。 

 ５
がつ

月４
か

日の
よる

夜は、ショウブで
つく

作ったまくらをしてねむり、５
がつ

月５
か

日には、そのショウブを

ふろに
い

入れて、
びょうき

病気や
わざわ

災いをもたらすとされる
わる

悪い
き

気を、
お

追いはらうのです。 

●「
しょうぶ

尚武」や「
しょうぶ

勝負」から、
おとこ

男の
こ

子の
せ っ く

節句になった 

 ３
がつ

月３
か

日は
おんな

女の
こ

子の
せ っ く

節句といい、５
がつ

月５
か

日は、
おとこ

男の
こ

子の
せ っ く

節句で、「
た ん ご

端午の
せ っ く

節句」ともい

います。なぜ、５
がつ

月５
か

日が
おとこ

男の
こ

子の
せ っ く

節句になったかというと、
ぶ

武
し

士の
じ だ い

時代に、この
ひ

日に、
しょうぶ

菖蒲
う

打ち（ショウブの
は

葉を
あ

編んで、
じ め ん

地面にたたきつける
あそ

遊び）、
け い ば

競馬、
や ぶ さ め

流鏑馬などの
いさ

勇ましい
ぎょうじ

行事

が
おこな

行われたからです。また、「
しょうぶ

菖蒲」が「
しょうぶ

尚武（
ぶ

武を
おも

重んじること）」や「
しょうぶ

勝負」と
おな

同じ
おん

音

を
はつおん

発音することから、
し だ い

次第に
おとこ

男の
こ

子の
せ っ く

節句と
かんが

考えられるようになったのです。つまり、
つよ

強

い
おとこ

男になれという
ねが

願いがこめられていたのです。（監修・田代 脩） 
 

 

 


